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（別記）                             （公表様式３） 
熊本県福祉サービス第三者評価結果公表基準 

（保育所版） 
                  ◎ 評価機関                                  

名 称       特定非営利活動法人 

医療・福祉ネットワークせいわ

所 在 地       佐賀県佐賀市木原2-6-5 
評価実施期間       23年9月8日～24年3月15日 

① 第06-042号 

② 第07-001号 
 
評価調査者番号

③ 第06-040号 

１ 福祉サービス事業者情報 
（１）事業者概要                                                                 
事業所名称：  
（施設名）  熊本市立京町台保育園 

種別： 
保育所 

代表者氏名：  
（管理者）  園長 桑 原 陽 子 

開設年月日： 
昭和25年6月1日 

設置主体：  熊本市 
経営主体：  熊本市 

定員：      
（利用人数） 100名（108名） 

所在地：   〒860－0082 熊本県熊本市池田1－2－1 
連絡先電話番号： 096-352-6280 ＦＡＸ番号： 096-352-6281 
ホームページアドレス http://www. 

（２）基本情報                                                                   
サービス内容（事業内容） 施設の主な行事 
生後３ヵ月から就学前の児童の保育 
障がい児保育 延長保育 一時預かり保育 
地域子育て支援センター 池田校区子育てサークル

地域活動事業（世代間交流・異年齢児交流） 

入園式 お見知り遠足 夏まつり 運動会  
お泊り会 収穫祭 老人会との交流会 保育参加

観劇会 発表会 もちつき 豆まき 

居室概要 居室以外の施設設備の概要 
保育室（７部屋） 事務室（１部屋） 
職員休憩室（１部屋） 調理室（１部屋） 
調乳室 沐浴室 

園庭 

職員の配置 
職  種 常 勤 非常勤 資  格 常 勤 非常勤

園長 1 保育士 10 8
主任保育士 2 調理師 2 
保育士 7 8 准看護師  1
調理員 2 1   
准看護師 1   

 

合  計 12 10 合  計 12 9

※資格の種別は、保健・福祉・医療に関するものを記入してあります。 

※ 複数の資格を持ち重複計上している場合があるため、職種と資格の数は必ずしも一致しません。 



 - 2 -

２ 評価結果総評 
◆特に評価の高い点 
 

I. 広い園庭での戸外遊びや自然に触れる多彩な活動が活発に行われています。 
園は、熊本市内にありながら園庭が広く確保され、砂場や大型遊具、プール、菜園、花

壇などが設置されています。交通アクセスも良く、三方を学校や寺院に囲まれた静かな立

地環境の中で、自然に触れる機会を多く設定された保育が展開されています。開設からの

歴史を感じさせる園庭の大きな桜の木は、春には花で目を楽しませ、夏には大きく広がっ

た枝葉が格好の日よけを作り、秋には遊びの素材となる落ち葉を提供してくれるなど、四

季折々の自然を感じ、自然に関わる遊びや活動を与えてくれています。また、園庭が広い

ことで、一人ひとりの子どもが十分に身体を使い、思い思いの遊びを伸び伸びと展開でき

るとともに、異年齢交流の場や行事の場としても大いに活用されています。本通りから少

し入り込んだ園の周りには、自然に触れることが出来る場所も多く、天気の良い日には、

気軽に散歩もできます。 
 

II. 園長のリーダーシップと主任を核としたチームワークにより質の向上が図られています。

市町合併により今年度当園に着任された園長は、不慣れな熊本市立保育園の体制や仕組

み、人間関係の中で、今回の第三者評価受審に取り組まれています。 
園長は、持ち前の穏やかな人柄と保育に対する熱い情熱、今まで培ってきた保育士や園

長としての経験をもって、保育サービスの質の向上に向けリーダーシップを発揮されてい

ます。実際の取り組みの中では、二人の主任保育士の活躍も大きく、園内で核となりなが

ら園長を全力で補佐し、質の向上に向けた取り組みを展開されています。グループ毎の会

議や勉強会を立ち上げるなど、職員が相互に学び教えあう関係構築も出来ており、良好な

チームワークの中で改善活動が進められています。 
福祉サービス第三者評価制度の評価基準を用いて、園が抱えている様々な課題を整理・

分析しながら、子どもたちの最善の利益のために、家庭・園・地域が担うべき役割、相互

協力の必要性を認識し、ビジョンをもって質の向上に取り組まれており、保育内容から施

設内外の環境整備に至るまで、細部に渡っての改善活動が展開されています。 
 

III. 「地域に愛される保育園」を理念に掲げ、地域との関わりを大切にされています。 
地域の老人会（銀杏会）との触れ合い会や高齢者施設訪問、民生委員や高齢者との交流、

園行事（夏まつりや運動会、発表会など）への招待など、様々に世代間交流の機会が設け

られており、昔遊びや伝統行事に触れる機会につなげられています。その他、ナイストラ

イ（中学生の体験学習）や高校生・大学生、各種ボランティアの受け入れも、世代間交流

の機会につながっています。地域の子育て支援にも積極的で、出前保育や子育てサークル

への保育士派遣、園庭開放などに取り組まれています。園には、子育て支援センターが併

設されており、子育て情報の発信なども行われ、地域の関係機関との連携体制も充実して

います。 
 

◆ 改善を求められる点 
 

I. 記録の保管方法の見直しを期待します。 
個人情報保護の観点から、子ども一人ひとりの記録の管理に関しては十分に注意が払わ

れています。しかし、災害対策の観点から整備された子どもの個人情報が記載されている

安否確認カードが、事務室の片隅に置かれている非常持ち出し袋の中に保管されている状

況が見受けられました。基本的に事務室内が不在となる際には施錠されるとのことですが、

訪問調査時には無人の事務室に施錠がなされていない状況が見られました。例外のない対

応の徹底と保管場所の再検討など更なる工夫を期待します。 
 

II. 利用者本位の観点からホームページによる情報発信が求められます。 
園の情報は、熊本市保育園連盟発行の「アンダンテ」や公共施設に置かれた園のリーフ

レットなどで発信されています。しかし、園を紹介したホームページは開設されていない

状況です。様々な情報入手の方法の中で、インターネットを介した情報は、自宅において

も気軽に園の情報を入手できるといった利便性の高い情報と位置付けられますので、利用

者本位の観点からもホームページによる情報発信が求められます。 
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III. 延長保育時の軽食を献立表に掲載することが望まれます。 
延長保育の際には、市販菓子とお茶が提供されていますが、保護者への情報提供につい

ては口頭説明に留まっている状況です。帰宅後の夕食に配慮して、少量とされており、そ

の方法も数種類の中から子ども自らが選ぶといった形で提供されているため、献立表には

掲載していないとのことですが、食事の一形態として考え、献立表に掲載されることが望

まれます。 
 

３ 第三者評価結果に対する事業者のコメント（４００字以内）                        
 

（Ｈ２４．３．２３） 

第三者評価を受審する機会を頂き、安心で質の高い保育を目指して、グループやリーダ

ーまたは職員全体で会議を重ねてきました。グループリーダーを若い職員が担当したりす

ることで、全職員の意識や意欲も高まり思いを十分に反映させたり、お互いのコミュニケ

ーションや職員共通の理解へと繋がった様に思います。 

また、保護者アンケートの結果、情報を漏れなく伝え、理解･周知頂く事の難しさを感じ

ると共に、わが子の園での過ごし方、様子をもっと教えて欲しいとの要望も思った以上に

多く、いかに対応して行くか･･･これからの課題も見えてきました。 

環境整備では、沢山の保護者の協力を得たことは、大きな力となりました。子どもたち

の為に、親も職員も共に取り組んだこの連携は、子どもたちの大きな喜びともなっていま

す。みんなの思いが詰まった今の環境を大切に維持しながら、安全で楽しい園生活を進め

て行きたいと思います。 
 

４ 評価分類別評価内容                                                            
評価対象Ⅰ 
１ 理念・基本方針 

熊本市立保育園統一の理念に基づき、子どもにとっての最善の保育や地域社会

における園の役割を踏まえて、当保育園独自の保育理念が明文化されています。

また、その理念の実現を目指して、より具体的な保育方針や保育目標、「めざす

幼児像」が明文化され、園内各所に掲示されるとともに、職員会議等において資

料配付や説明が行われています。 

保護者に向けては、分かりやすくまとめられたリーフレットやしおりを入園説

明会や保護者会等で配付するとともに説明が行われています。 

地域に向けては、行事や連絡会、老人会との交流の機会を捉えて、資料の配布

や説明が行われるなど、周知や理解が深まるように努められています。 

２ 計画の策定 熊本市によりデータ収集や現状分析が行われており、アクションプランでは評

価に基づくビジョンが明確にされています。園内においても、熊本県福祉サービ

ス第三者評価の基準を用いての課題抽出に取り組まれ、「くらげマップ（相関図）」

を作成したうえで、園独自の中・長期計画が策定されています。 

事業計画は、次世代育成支援対策法に基づく５ヵ年計画や公立保育園のアクシ

ョンプラン、園独自の中・長期計画と整合性があり、中・長期計画を実現するた

めの具体的な内容となっています。 

（各計画については、評価基準において収支計画の策定までが求められていま

すが、今回の評価では、収支計画の策定は、園長に与えられた職掌の範囲に含ま

れていないと判断して評価しています。） 

園独自の中・長期計画や事業計画は、様々な形態の会議において、職員参画の

もと策定されており、職員への周知状況も良好と言えます。保護者に対しては、

年度当初の行事や保護者会において、年間の行事計画や保育の各種計画などを配

付した上で説明が行われています。 

３ 管理者の責任と 
 リーダーシップ 

園長は、市町合併により今年度初めて、熊本市立保育園の園長として着任され

ており、二名の主任保育士を中心に職員の協力を得ながら、熊本市の体制や仕組

みの理解を深められています。園長としての役割と責任については、文書として

明示された上で職員会議での説明が行われており、園便りなどでも広く表明され

ています。 

園長は、職員との協力体制を築きながら、長年において保育士として培ってき
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た経験を生かし、保育サービスの質向上に向けた取り組み（マニュアル改訂、施

設設備の改善、各種会議等の立ち上げなど）にリーダーシップを発揮されていま

す。 

限られた予算のもと園長に与えられた職掌の範囲の中で、職員と共通理解を持

ちながら、パソコンの更なる活用による業務の効率化や経費節減にも積極的に取

り組まれています。 

評価対象Ⅱ 
１ 経営状況の把握 

熊本市で実施されているアンケート調査や把握されている各種データ及び子育

て支援センターや地域との連携により、事業経営を取り巻く環境や保育ニーズが

把握され、各種計画に反映されています。市から得られる経営状況に関する各種

データや園内で把握されている予算の執行状況については、職員会議において共

有し、職員配置の工夫による超過勤務時間の短縮からゴミの削減に至るまで、様々

な取り組みが見られます。また、熊本市立保育園で所有されている保育用品など

が、保育園間で貸し借り出来るようにリスト化されるなど、熊本市立保育園全体

でコスト削減に努められていることもうかがい知ることが出来ます。 

外部監査については、公立保育所のため評価対象から除外しています。 

２ 人材の確保・ 
 養成 

熊本市による人事管理体制の中で、施設基準よりも手厚い職員配置が行われて

いることから、保育の質の充実を図るといった市の姿勢がうかがえます。当園に

おいても、嘱託保育士や短時間勤務の保育士、加配保育士などをバランスよく配

置することで欠員が生じない体制が維持されています。 

人事考課については、市の仕組みの中で正規職員一人ひとりが自己評価に取り

組み、園長との個別面談により上司評価が行われています。また、非正規職員に

ついても、同様に自己評価に取り組まれており、全職員の育成や意欲の喚起につ

なげられています。 

職員の勤務体制については、職員の希望に準じた勤務体制となるよう配慮され

ており、時間外勤務や有給休暇取得状況に偏りが生じないよう努められています。

福利厚生については、市の福利厚生事業の他に、園においても親睦の機会など

が設けられています。また、市に「こころの相談室」が設置されており、専門家

によるカウンセリングなども受けることが出来ます。 

職員の質の向上に向けた仕組みとしては、経験年数や役職、役割に応じた公立

保育園全体の研修計画が、研修企画委員会により策定されています。また、園と

しては、「目指す職員像」や「身に付けたい能力」、「研修目標」、「実践計画」、

「１年後の私の姿」などを一枚のシートにまとめ、職員一人ひとりの育成に向け

て取り組まれています。また、園内の職員研修にも計画的に取り組まれています。

研修受講後は報告書作成や発表の機会が設けられ、研修計画の評価・見直しにも

取り組まれています。 

実習生については、受け入れの意義・方針が明確にされ、マニュアルに基づく

受け入れが行われています。 

３ 安全管理 リスクに応じた職員体制や非常持ち出し品などがマニュアルに明記され、職員

会議や研修などを通じて職員に周知されています。また、計画に基づいた訓練が、

消防署や警察、保護者などの協力のもと行われています。 

チェックリストに基づく定期点検が実施され、朝礼や日誌、情報伝達ファイル

などで情報の共有化も図られています。また、他の園の園長や職員で構成された

安全衛生委員会による巡回点検の機会（年４回）も設けられており、客観的にリ

スクを把握する機会とされています。 

４ 地域との交流と 
 連携 

地域との交流については、夏祭りや運動会、発表会などの園行事に招待したり、

施設訪問の機会を設けたりと、積極的に取り組まれています。また、校区内の支

援者リストを作成し、協力関係の構築に努めるなど、理念の実現に向かう姿勢が

うかがえます。特に老人会（「銀杏会」）との交流には定期的、継続的に取り組

まれており、意見交換を行うなど関係性を深める取り組みも見られます。 

地域の関係機関とは、連絡協議会や育成協議会等の会議を通じて、連携が取り

やすい関係が構築されており、特に小学校とは園の生活から滑らかにシフトでき

るように配慮しての連携強化が図られています。また、子育て支援センターの機

能を生かして、地域の子育て家庭への情報発信や育児相談などにも積極的に取り

組まれ、園庭開放や子育てサークルへの保育士派遣など、多種多様な形で子育て

支援が展開されています。 

評価対象Ⅲ 「一人ひとりの子どもを大切に丁寧な保育をする」という保育方針に沿って、

子どもを尊重する姿勢及び人権への配慮に関する意識の定着に向けた職員研修が
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１ 利用者本位の 
 福祉サービス 

継続的に行われています。プライバシー保護については、乳幼児用トイレへのカ

ーテン設置など設備面において配慮されており、個人情報保護に関するマニュア

ルも整備されています。 

利用者満足の向上に関しては、各種アンケートや保護者との懇談会など保護者

の意向を把握する機会が設けられており、分析・検討の結果に基づき改善につな

げられています。苦情解決の仕組みについては、マニュアルが整備され、年度当

初の文書配付と説明に加え、ポスターの掲示も行われるなど、周知に向けた取り

組みが見られます。また、意見や苦情対応の結果については、「園だより」や「京

町台瓦版」などを介して公表もされています。 

２ サービスの質の 
 確保 

個々のサービスや危機管理については、「公立保育園共通マニュアル」を基に、

園の状況に合わせた「京町台保育園マニュアル」が整備されており、各場面での

対応や保育のポイントがまとめられ、「クラスファイル」として各クラスに置か

れています。定期的な見直しは、年度末に実施することが定められており、日々

の保育の中で不都合や疑問が生じた時には、朝礼や会議を経て修正が朱書きで施

されています。 

熊本市立保育園では、毎年度において計画的に福祉サービス第三者評価を受審

されており、その結果が他の園においても共有され、各園の改善活動に結びつい

ています。また、当園においては、第三者評価の評価基準を用いて自己評価が実

施され、各種会議にて課題の抽出、改善策の検討が行われており、ＰＤＣＡサイ

クルを意識しながらの改善活動が展開されていると言えます。 

一人ひとりの育ちや保育に関しては、記録マニュアルに沿って公立保育園統一

様式に記録され、主任や園長の指導、助言により内容の充実も図られています。

記録の保管・管理については、業務中は「クラスボックス」にてクラス毎に管

理され、業務終了後は、事務室のキャビネット内で施錠管理されています。しか

し、訪問調査時には、事務室の片隅で個人情報を含む書類が非常持ち出し袋に入

ったまま保管されている状況が見受けられました。事務室が無人となることもあ

り得るとのことなので、保管場所の再検討など更なる工夫を期待したいところで

す。 

３ サービスの開始 
 継続 

園の情報については、熊本市保育園連盟発行の「アンダンテ」や公共施設等（保

健センターやコミュニティセンターなど）に置かれている園のリーフレットなど

で入手することが出来ます。また、園庭開放や支援センターとの連携で、園の理

念・方針や保育内容についての情報提供にも努められています。今後の課題とし

ては、園を紹介したホームページの開設が挙げられます。 

入園時には、保育料の徴収を含む利用の仕組みや理念・方針、保育内容などに

ついて、わかりやすくまとめられた資料を用いての説明が行われており、スポー

ツ保険や延長保育などについても併せて説明され、希望者の同意も得られていま

す。 

保育園を変更される場合の引継文書については、転園先でもスムーズに保育が

受けられるように考慮して様式が定められており、保護者の同意を得て転園先に

情報を提供する仕組みとされています。また、退園時にも在園中と同じように相

談を受け付ける旨を保護者に説明されています。配慮が必要な子どもに関しては、

かかわりのポイントなどをまとめた「サポートブック」を作成し、退園後の生活

にスムーズに移行できるように保護者に提供されています。 

４ サービス実施 
 計画の策定 

入園決定後に保護者と担当保育士が個別面談を行い、保育に関する希望や意向

の聴取とともに、子どもの身体状況や生活状況が児童票、発達記録により把握さ

れ、それを踏まえて保育に関する各計画が作成されています。各計画は、クラス

担当者が原案を作成し、主任保育士によるチェックや指導が行われ、園長の決裁

を経て決定される仕組みとされており、懇談会等の機会に担当保育士から保護者

に向けて説明が行われています。また、子ども一人ひとりの育ちや保育の状況、

月間計画等は、クラス毎の反省とともに毎月の会議で報告され、評価・見直しに

つなげられています。 

評価対象Ⅳ 
Ａ－１  子どもの

発達援助 
 

園が提供する保育は、児童憲章や保育所保育指針などの趣旨を捉え、理念・方

針に基づいて作成された保育課程や指導計画、個別計画に沿って提供されてお

り、各種計画の評価・見直しも定められた手順により定期的に行われています。

面談時や懇談会の時はもちろん、日常的な送迎時などの機会にも保護者の意向等

の聴取に努め、子育てに関する思いを共有することで、子どもの最善の利益を第

一義とした保育の実現に努められています。 
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 子ども一人ひとりの人権を尊重した保育を実現するために、「子どもの人権を

尊重するために」というマニュアルを全職員参画のもとで作成し、毎月開催され

る「人権会議」において、子どもへの関わり方の振り返りや最善の関わりに向け

た協議、マニュアルの読み合わせが行われています。 

利用開始時には、健康・発達・生活などに関する情報が、予め定められた項目

に沿って聴取され、環境変化の影響を可能な限り少なくするよう配慮されていま

す。特に乳児については、一人ひとりの生活リズムや情緒の安定を大切に考え、

授乳や離乳食、睡眠、おむつ交換、遊びの場面での個別対応が行われています。

年齢別活動の他、異年齢交流（「わくわくタイム」）の年間計画が定められ、

週一回の「わくわくタイム」を子どもたちも楽しみにしているようです。また、

地域の高齢者との交流にも積極的に取り組まれており、高齢者不在の家庭で育つ

子どもたちにとっては、昔遊びや伝統行事などを教えてもらう良い機会になって

いるようです。 

熊本市の方針のもと「障がい児保育」への取り組みも積極的で、研修や関係機

関との連携などによって、質の向上を図るとともに、一人ひとりに応じた関わり

を持つよう努められています。 

各年齢の子どもたちが心地良く過ごせるように、環境や関わりについても、職

員間で協議しながら様々な工夫が凝らされています。 

「食」を通じての子どもの健全育成に向けて、「食育計画」に基づき各年齢に

応じた取り組みが行われており、栽培から収穫、クッキングまで体験することが

できます。保護者との情報交換や連携により、正しい食事の摂り方や望ましい食

習慣の定着も図られています。また、熊本市の給食委員会で作成された献立には、

郷土料理や季節料理が取り入れられており、食材に関しても地元の旬の食材をな

るべく使用するように努められています。朝礼や定期的な会議の場で摂食状況や

メニューの評価・見直しを行う仕組みも設けられています。日常的には食材パネ

ルと給食サンプルの展示、人気メニューのレシピ配布などが行われています。離

乳食やアレルギー除去食対応については、保護者と保育士、調理員の連携を密に

して丁寧に行われています。特にアレルギーに関しては、医師の指示を受け、職

員への研修と情報の共有化を図り、細やかに記録に残すなど丁寧な対応が行われ

ています。 

子ども一人ひとりの発達や健康状態は、健康診断と歯科検診でも確認し、その

結果は書面や口頭にて保護者に伝えるとともに、会議にて職員にも周知が図られ

保育に生かされています。 

Ａ－２  子育て支

援 
 
 
 

子どもの様子などについては、連絡帳の活用や送迎時の対話の中で情報交換が

行われ、必要な情報が記録により共有できる仕組みとなっています。保育参加や

個別面談、懇談会なども行われ、子どもの発達や育児について、保護者と共通理

解を深める取り組みにもつなげられています。また、保護者会と園との連携も良

好で、相互協力のもとクラス活動や行事などが行われ、子どもたちに楽しい時間

が提供されています。 

虐待に関しては、マニュアルが整備されており、それに基づいて研修も行われ、

深刻な状態を未然に防止するために、日常的に子どもや保護者の変化を把握する

よう努められています。関係機関とも必要な連携がいつでも取れる体制が整えら

れ、各連絡先についても明示されています。 

一時保育に関しては、健康面や睡眠、食事、子どもの様子などを記入する「保

育連絡票」により情報を得る仕組みがあり、一人ひとりの子どもの心身の状態を

把握した上で、通常保育の子どもとの交流も行われています。 

Ａ－３ 安全・事故

防止 
 
 

衛生管理や安全管理などのマニュアルが整備され、発生予防や事故防止に努め

るとともに、発生時に迅速な対応が出来るよう職員への周知も図られています。

感染症対策として嘔吐処理グッズを準備し、使用方法などの研修も行われていま

す。災害については、年間訓練計画に沿って、想定される様々な災害に対する訓

練が実施され、子どもたちへの安全教育にも取り組まれています。 

子どもの安全を脅かす事例として、ヒヤリハット記録をその都度残し、随時の

報告と検討により、早期対応や改善に努められています。 

不審者対応に関してはマニュアルが整備され、訓練も行われています。保護者

の中の警察関係者から助言を受ける機会もあり、日常的に目視により不審者警戒

に努められています。 
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 （参考） 利用者調査の手法等 
  調査の手法 対 象 者 対 象 数(人) 基準数に満たない場合の理由 

利 用 者 本 人        
家族・保護者       60アンケート調査 

  

 

利 用 者 本 人        
家族・保護者        聞き取り調査        

  

 

観 察 調 査        利 用 者 本 人       

  

 



第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

該当なし

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－２　人材の確保・養成

Ⅱ－２－（１）　人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（１）－①　必要な人材に関する具体的なプランが確立している。

Ⅱ－２－（１）－②　人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。

Ⅱ－１－（１）－①　事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。

Ⅱ－１－（１）－②　経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取組を
行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－１－（１）－③　外部監査が実施されている。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　経営状況の把握

Ⅱ－１－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ－３－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅰ－３－（２）－①　質の向上に意欲を持ちその取組に指導力を発揮してい
る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ－３－（２）－②　経営や業務の効率化と改善に向けた取組に指導力を発揮
している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ－３　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅰ－３－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ－３－（１）－①　管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。

Ⅰ－３－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行って
いる。

Ⅰ－２－（２）　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ－２－（２）－①　事業計画の策定が組織的に行われている。

Ⅰ－２－（２）－②　事業計画が職員に周知されている。

Ⅰ－２－（３）－③　事業計画が利用者等に周知されている。

Ⅰ－２　事業計画の策定

Ⅰ－２－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－２－（１）－①　中・長期計画が策定されている。

Ⅰ－２－（１）－②　中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。

Ⅰ－１－（１）－①　理念が明文化されている。

Ⅰ－１－（１）－②　理念に基づく基本方針が明文化されている。

Ⅰ－１－（２）　理念、基本方針が周知されている。

Ⅰ－１－（２）－①　理念や基本方針が職員に周知されている。

Ⅰ－１－（２）－②　理念や基本方針が利用者等に周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果

【　保育所版 】

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立されている。
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ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－１－（３）－③　利用者からの意見等に対して迅速に対応している。

Ⅲ－１－（２）　利用者満足の向上に務めている。

Ⅲ－１－（２）－①　利用者満足の向上を意図した仕組みを整備し、取組をお
こなっている。

Ⅲ－１－（３）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。

Ⅲ－１－（３）－②　苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をも
つための取組を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等
を整備している。

ａ・ｂ・ｃ

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

Ⅱ－４－（３）－①　地域の福祉ニーズを把握している。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（２）－①　必要な社会資源を明確にしている。

Ⅱ－４－（２）－②　関係機関等との連携が適切に行われている。

Ⅱ－４　地域との交流と連携

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との関わりを大切にしている。

Ⅱ－４－（１）－②　事業所が有する機能を地域に還元している。

Ⅱ－４－（１）－③　ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし、体制
を確立している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－３－（１）－②　災害時に対する利用者の安全確保のための取組を行って
いる。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－３－（１）－③　利用者の安全確保のためにリスクを把握し、対策を実行
している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－３－（１）　利用者の安全を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－３－（１）－①　緊急時（事故、感染症の発生時など）における利用者の
安全確保のための体制が整備されている。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生の受入れと育成について基本的な姿勢を明確にし
た体制を整備し、積極的な取組をしている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－３　安全管理

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－２－（３）－③　定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行って
いる。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－２－（４）　実習生の受入れが適切に行われている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（３）－①　職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。

Ⅱ－２－（３）－②　個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定
され計画に基づいて具体的な取組が行われている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕
組みが構築されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ－２－（２）－②　職員の福利厚生や健康の維持に積極的に取り組んでい
る。
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第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－４－（１）　利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ－４－（１）－①　定められた手順に従ってアセスメントを行っている。

Ⅲ－４－（２）　利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

Ⅲ－４－（２）－①　サービス実施計画を適切に策定している。

Ⅲ－４－（２）－②　定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。

Ⅲ－３－（２）－①　事業所の変更や家庭への移行などにあたりサービスの継
続性に配慮した対応を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－４　サービス実施計画の策定

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－３－（１）－②　サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得てい
る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－３－（２）　サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

Ⅲ－３　サービスの開始・継続

Ⅲ－３－（１）　サービス提供の開始が適切に行われている。

Ⅲ－３－（１）－①　利用希望者に対してサービス選択に必要な情報を提供し
ている。

Ⅲ－２－（３）　サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われ
ている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体制が確立している。

Ⅲ－２－（３）－③　利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化してい
る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－２－（２）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）－①　提供するサービスについて標準的な実施方法が文書化さ
れサービスが提供されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－２－（２）－②　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立し
ている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－２－（１）　質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

Ⅲ－２－（１）－①　サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備し
ている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－２－（１）－②　評価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確
にし、改善策・改善実施計画を立て実施している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ－２　サービスの質の確保

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（１）－③　職員の接し方について、児童をひとりの個人として尊重
する取り組みを行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（１）－④入園当初の環境変化に対応できるよう支援している。

Ａ－１－（１）－②　指導計画の評価を定期的に行い、その結果に基づき、指
導計画を改定している。

Ａ－１－（１）－①　保育計画が、保育の基本方針に基づき、さらに地域の実
態や保護者の意向等を考慮して作成されている。

Ａ－１　子どもの発達援助

Ａ－１－（１）　発達援助の基本

評価対象Ⅳ
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ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（４）－⑪　障害児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮がみられる。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（４）－⑩　長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育の内
容や方法に配慮がみられる。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（４）－⑥　遊びや生活を通して人間関係が育つよう配慮している。

Ａ－１－（４）－⑦　子どもの人権に十分配慮するとともに、文化の違いを認
め、互いに尊重する心を育てるよう配慮している。

Ａ－１－（４）－⑧　性差への先入観による固定的な観念や役割分業意識を植
え付けないよう配慮している。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－２－（１）　入所児童の保護者の育児支援

Ａ－１－（４）－⑨　乳児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に
配慮がみられる。

Ａ－２　子育て支援

Ａ－１－（４）－②　基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人ひとりの
子どもの状況に応じて対応している。

Ａ－１－（４）－⑤　さまざまな表現活動が自由に体験できるように配慮され
ている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（３）－③　施設・設備に関して、子ども・保護者や来所者が利用し
やすいように配慮した取り組みを行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（４）　保育内容

ａ・ｂ・ｃ
Ａ－１－（４）－①　子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しようと努めて
いる。

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（４）－③　子どもが自発的に活動できる環境が整備されている。

Ａ－１－（４）－④　身近な自然や社会とかかわるような取り組みがなされて
いる。

Ａ－１－（３）－②　生活の場に相応しい環境とする取り組みを行っている。

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ
Ａ－１－（３）－①　子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備してい
る。

Ａ－１－（２）－⑧　アレルギー疾患をもつ子どもに対し、専門医からの指示
を得て、適切な対応を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（３）　保育環境

Ａ－１－（２）－⑥　子どもの喫食状況を把握するなどして、献立の作成・調
理の工夫に活かしている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（２）－④　感染症発生時に対応できるマニュアルがあり、発生状況
を保護者、全職員に通知している。

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（２）－①　登所時や保育中の子どもの健康管理は、マニュアルなど
があり子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施している。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－１－（２）－⑤　食事を楽しむことができる工夫をしている。

Ａ－１－（２）－⑨　食育の取り組みを行っている。

Ａ－１－（２）－⑦　子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携してい
る。

Ａ－２－（１）－④　保護者組織の活動に対する援助や意見交換を行っている。

Ａ－１－（２）　健康管理・食事

Ａ－１－（２）－②　健康診断の結果について、保護者や職員に伝達し、それ
を保育に反映させている。

Ａ－１－（２）－③　歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達し、それ
を保育に反映させている。

Ａ－２－（１）－②　家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じて
記録されている。

Ａ－２－（１）－①　一人ひとりの保護者と日常的な情報交換に加え、個別面
談などを行っている。

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－２－（１）－③　子どもの発達や育児などについて、懇談会などの話し合
いの場に加えて、保護者と共通理解を得るための機会を設けている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－２－（１）－⑤　虐待を受けていると疑われる子どもの早期発見に努め、
得られた情報が速やかに所長まで届く体制になっている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－２－（１）－⑥　虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応に
ついて、児童相談所などの関係機関に照会、通告を行う体制が整っている。

ａ　・　ｃ

- 11 -



第三者評価結果

（参考）

ａ ｂ ｃ

　共通評価基準（評価対象Ⅰ～Ⅲ） 50    2     -     

　内容評価基準（評価対象Ａ１～Ａ３） 38    1     -     

　　　　　合　　　　計 88    3     -     

Ａ－３　安全・事故防止

第三者評価結果

Ａ－３－（１）－①　調理場、水周りなどの衛生管理は、マニュアルに基づい
て適切に実施されている。

Ａ－３－（１）　安全・事故防止

ａ・ｂ・ｃ

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－２－（２）　一時保育

Ａ－２－（２）－①　一時保育は、一人ひとりの子どもの心身の状態を考慮
し、通常保育との関連を配慮しながら行っている。

Ａ－３－（１）－⑤　不審者の侵入時などに対応できるマニュアルがあり、全
職員に周知されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－３－（１）－④　事故や災害の発生時に対応できるマニュアルがあり、全
職員に周知されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－３－（１）－②　食中毒の発生時に対応できるマニュアルがあり、さらに
その対応方法については、全職員にも周知されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ－３－（１）－③　事故防止のためのチェックリスト等があり、事故防止に
向けた具体的な取組を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

- 12 -


	08京町台保育園評価結果①20120329.doc
	08京町台保育園評価結果②20120304.xls

